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カーボンニュートラルの動向　

「中小企業の脱炭素経営セミナー」～カーボンニュートラルに向けいま求
められているものとは～　第１部
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１. カーボンニュートラルに関する動き
    （総論）
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2016年11月4日『パリ協定』発行

世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて
2℃より十分低く保ち1.5℃に抑える努力をす
る

そのため、できるかぎり早く世界の温室効果
ガス排出量をピークアウトし、21世紀後半に
は、温室効果ガス排出量と吸収量のバランス
をとる

パリ協定長期目標

出典：経済産業省資源エネルギー庁 今さら聞けない「パリ協定」 ～何が決まったのか？私たちは何をすべきか？～
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菅元総理が2050年までに『ネットゼロ』宣言

出典：経済産業省資源エネルギー庁「カーボンニュートラル」って何ですか？（前編）～いつ、誰が実現するの？

日本のGHG排出量(2018)
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企業単位でのネットゼロ実現のためScopeが浸透

出典：経済産業省資源エネルギー庁知っておきたいサステナビリティの基礎用語～サプライチェーンの排出量のものさし「スコープ1・2・3」とは
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脱炭素への取組が遅れると様々なリスクに晒される

経営リスク
原材料調達リスク
事業持続性の確保

コスト増加
カーボンプライシン

グ（炭素税）
排出量取引

取引先関係
取引先からの要請
融資優遇機会損失
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２. 中小企業に求められること
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東証プライム上場企業を対象に排出量開示の義務化へ
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大企業のSCに含まれる中小企業にも排出量削減の対応が求められる

調達 製造 管理 流通 販売 消費

大企業SC

中小
企業

中小
企業

中小
企業

Scope1

Scope2

Scope3
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各セクターごとの対応例

Scope1 Scope2 Scope3

求められ
ること

● 化石燃料の代替
● エネルギー効率化

● 電力のグリーン化
● 建造物のグリーン化
● エネルギー効率化

● 輸配送のグリーン化
● 廃棄物処理

対応例 ● バイオ燃料の導入
● 省エネ施策

● 既存供給契約の見直し

● 省エネ施策
● EV導入
● 原材料の見直し
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米Appleは取引先に対し再エネ100%を義務化
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３. 中小企業が取り組むべきこと

企業の対応事例
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対応事例（イオン）

旧一般電気事業者から新電力への流れ

● 自由化以降、契約口数での新電力シェアは2017年以降伸長が続く。
● SW件数は2020年ピーク。2020年以降は再点検件数が伸び。

高圧契約口数

● イオンは2050年までの実質排出ゼロを掲げ、ロードマップを策定
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まずはSBT目標の策定が必要

● パリ協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標のこと

● サプライチェーン排出量＝Scope1排出量＋Scope2排出量＋Scope3排出量
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Scopeにおける各セクターを理解することが重要

出典：経済産業省資源エネルギー庁知っておきたいサステナビリティの基礎用語～サプライチェーンの排出量のものさし「スコープ1・2・3」とは
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再掲：各セクターごとの対応例

Scope1 Scope2 Scope3

求められ
ること

● 化石燃料の代替
● エネルギー効率化

● 電力のグリーン化
● 建造物のグリーン化
● エネルギー効率化

● 輸配送のグリーン化
● 廃棄物処理

対応例 ● バイオ燃料の導入
● 省エネ施策

● 既存供給契約の見直し

● 省エネ施策
● EV導入
● 原材料の見直し
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自由化が進み、新電力から新電力の切替も増加

● 切り替え（SW）元のシェアは旧一般電気事業者100%から、2022年には約50%に低減。新電力→新電力の引き換えも伸長
● 再点時点での新電力申し込み割合は増加。

排出量の可視化が必要…でもどうやって算定するの？

● 多くの企業はすでに普及している算定ツールを用いている。

● 各社の算出方法には特徴がある（例：ファーストカーボンは会計データから排出量を算定する、等）

● 似たようなサービスが乱立しているため、各社の取引のある金融機関や税理士に相談の上で導入することを推奨
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車両メーカーの事例：たいへん、ということをお伝えしたい
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車両メーカーの事例：関係会社のところをクローズアップしてみる
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車両メーカーの事例：関係会社のところをクローズアップしてみる
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自由化が進み、新電力から新電力の切替も増加

● 切り替え（SW）元のシェアは旧一般電気事業者100%から、2022年には約50%に低減。新電力→新電力の引き換えも伸長
● 再点時点での新電力申し込み割合は増加。

車両メーカーの事例：関係会社のところをクローズアップしてみる
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測定も重要だが、まずは足許をチェックすることも大事（省エネ診断基
準）
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測定も重要だが、まずは足許をチェックすることも大事（省エネ診断基
準）
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再再掲：各セクターごとの対応例

Scope1 Scope2 Scope3

求められ
ること

● 化石燃料の代替
● エネルギー効率化

● 電力のグリーン化
● 建造物のグリーン化
● エネルギー効率化

● 輸配送のグリーン化
● 廃棄物処理

対応例 ● バイオ燃料の導入
● 省エネ施策

● 既存供給契約の見直し

● 省エネ施策
● EV導入
● 原材料の見直し
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４.今後の脱炭素の流れ 
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世界的に脱炭素の潮流はさらに加速せざるを得ない
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日本においても炭素のコスト化等脱炭素施策が強化が予想される

● カーボンプライシングとして炭素賦課金や排出量取引制度が2026年以降本格導入を控えており、
今後さらに脱炭素の流れは加速していく
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